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第 3 章では，複合材料の連続体モデjレにもとづいて 2 相組織鏑の加工硬化挙動を現象論的 i乙整理し，

























(3) 複合材料の連続体モデjレを用いて 2 相組織鏑の加工硬化挙動を金属学的に解明し，高強度を維持し，
かっ延性を向上させるための条件として，第 1 相の強度と延性を向上させるばかりでなく，第 2 相を
できるだけ硬くし，さらに第 2 相の体積率を 2 05語以下にすることが必要である乙とを明らかにして
いる。
(4) 以上の研究成果にもとづいて高張力鋼板製造用連続焼鈍ラインを確立し，その自動車車体製造への
実用化を果している o
以上のように，本論文は自動車の車体重量軽減のための高張力鋼板を連続焼鈍法によって製造する万
法の基礎を明らかにしたものであり，金属材料工学ならびに自動車工業に寄与するところが大きい。よ
って本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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